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【緒言】プリンテッドエレクトロニクスの配線材料として銀や銅などの金属の代わりに導電性

カーボンブラック（CB）などの低環境負荷材料を用いることで、電子産業の持続可能性を高め

られると期待される[1]。しかし、通常のパッシブマトリックス型センサアレイでは、CB 配線抵

抗の影響によりセンサ抵抗値を正常に取得できない。そこで本研究では、回路の逆解析に基づく

データ処理によって真のセンサ抵抗値を算出する手法を考案し、CB配線からなる温度センサア

レイに適用した。 

【実験方法】ポリエチレンナフタラートフィルム上に CBインクを配線、ポリビニルアルコール

（PVA）インクを絶縁層としてディスペンサで印刷した。市販の NTCサーミスタを伸縮性 Agペ

ースト[2]で実装し、2×2パッシブマトリックス型センサアレイを作製した（Fig.1）。配線抵抗値を

予め室温で計測した後、ホットプレートで基板全体を 300 ～ 413 Kの範囲で加熱し、各温度で

配線末端の端子 1または 2に 3.3 Vを印加し、端子 3および 4で電流を計測した。配線抵抗キャ

ンセリング前のサーミスタの抵抗値は電圧／電流比により算出した。最後に、回路の逆解析に基

づく配線抵抗キャンセリングにより各サーミスタの測定値を補正し、理論値と比較した（Fig. 2）。 

【結果】補正前は、配線抵抗の影響により測定値が理論値を大きく上回った。特にサーミスタ抵

抗が下がる高温領域や、配線が長い左上のセンサで顕著であった。一方、補正後は、測定値と理

論値がよく一致し、CB配線の抵抗がサーミスタの 4.8倍程度であっても正常な値を取得可能で

あることが示された。 
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Fig.1 2×2 passive matrix flexible sensor array Fig.2 Temperature dependence of thermistor resistance 

before and after wire resistance cancelling 
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